
第６章 ５疾病４事業の医療体制 第７節 災害医療 

- 210 -

分類 
B：目標 

指 標 対象年齢 

現 状 目標値 

値 出典 
2020 年度 
（中間年） 

2023 年度 
（最終年） 

B 
災害医療コーディネーター
数 

－ 
20 人 

(平成 29 年) 
大阪府「医療対

策課調べ」 
50 人 100 人 

B 災害医療訓練の回数 － 
1 回 

(平成 28 年) 
大阪府「医療対

策課調べ」 

毎年 1 回 
以上 

毎年 1 回 
以上 

B 病院の耐震化率 － 
59.9％ 

(全国 71.5％) 

（平成 28 年） 

厚生労働省 

「病院の耐震改

修状況調査」 

70％ 
全国平均 

以上 

B 
災害拠点病院の BCP 策定
率 

－ 
36.8％ 

(平成 29 年) 

厚生労働省 

「災害拠点病院

現況調査」 

100％ 100％ 

B 原子力災害拠点病院数 － 
0 病院 

(平成 29 年) 
大阪府「医療対

策課調べ」 
1 病院 1 病院 

B 
原子力災害医療協力機関
数 

－ 
0 機関 

(平成 29 年) 
大阪府「医療対

策課調べ」 
2 機関 2 機関 

番

号

番

号

番

号

指標 災害医療コーディネーター数

指標 災害医療訓練の回数

指標 病院の耐震化率

指標 災害拠点病院のBCP策定率

指標
原子力災害拠点・原子力災害
医療協力機関数

1
災害時に一人でも多くの患者を救う
体制の構築

4

災害拠点病院の事業継続性確保

緊
急
被

ば

く
医
療

体

制
の
充

実

3
緊急被ばくに備えた医療機関の
指定

5

緊急被ばく医療体制の確立

災
害
医
療
体

制
の
強
化

2
ハード・ソフト両面での災害医療
体制強化

3

病院の耐震化率の向上

A　個別施策 B　目標（体制整備・医療サービス） C　目的（社会整備）

災
害
医
療
体
制
確

保
に

向
け
た
関
係
機
関

と
の

連
携
強
化

1 連携促進に向けた取組

1

災害医療コーディネーターの確保

2

訓練を通じた連携強化

目標値一覧 

施策・指標マップ 

●大阪府　第７次大阪府医療計画　https://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/keikaku/
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ロジックモデル

番
号

番
号

番
号

1

指標 🈟県総合防災訓練実施回数 指標 （検討中）

2

指標 （検討中）

3

指標
マニュアル等の策定支援（災害対策・BCP・
職員参集）

4

5 指標 体制整備（DMATチーム数、有資格者）

6

7

8 体制整備（災害医療コーディネーター）

🈟災害時小児周産期リエゾンの委嘱者数

9

指標 （検討中）

10

11 指標 🈟原子力防災訓練実施回数

12

13

指標 🈟EMIS登録医療機関数

具体的な施策(アウトプット） 取組の方向性（中間アウトカム） 目指す姿（分野アウトカム）

ＤＭＡＴ派遣、救急医療を行うための診療、域内および広域医
療搬送への対応等を円滑に実施できる体制づくりの支援

1

災害拠点病院の体制強化

1

災害時においても必要な医療を受けることができる

ＳＣＵを効率的に運営できる体制づくり

2

航空搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）の体制確立

県内病院の災害対策（防災）マニュアル、ＢＣＰおよび職員参集
マニュアル等の策定支援

3

災害対策（防災）マニュアル等の策定支援

災害医療関係者の資質向上、相互理解や連携強化

4

医療救護班の強化

平時から防災訓練や研修会等に参加し、ＤＭＡＴ等と連携する
ことができる体制の構築

定期的な入力訓練、病院の状況を把握し、情報を代行入力す
るための体制づくりや手順の設定、代行入力に係る訓練の実
施

8

広域災害救急医療情報システムの活用

発生が予想される大規模災害に備え、指針の不断の見直し

6

滋賀県広域災害時における医療救護活動指針の充実

原子力災害拠点病院や原子力災害医療協力機関の機能強化
や隣接府県および関係機関との連携、協力関係の構築

7

原子力災害医療の強化

訓練を通じて緊急被ばく医療マニュアルの点検を行い適宜改
定、隣接府県および関係団体との連携、協力関係の構築

原子力災害医療に従事する医療関係者の資質向上

「人工透析患者災害時支援シート」の周知と活用促進、関係機
関との連携推進

多職種の災害医療コーディネーターの委嘱、資質向上

5

災害医療のコーディネート機能の充実・強化

災害医療本部に保健活動調整本部を併設し、保健医療活動
チームの総合調整を行うための機能の充実・強化

指標

●滋賀県　第7次滋賀県保健医療計画中間見直し　https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kenkouiryouhukushi/iryo/300043.html



機能

1 再掲

災害拠点病院数 →
災害拠点病院の耐震化率 ↑
衛星電話の保有率 →

2 再掲

ＤＭＡＴのチーム数 ↑

3 再掲 12 再掲

業務継続計画（ＢＣＰ）の策定率 →

4 再掲 月例のＥＭＩＳ入力訓練への参加率 ↑

関連データ 二次救急医療機関の耐震化率 ↑
災害対策本部運営訓練の実施回数 ↑

5 再掲

ＥＭＩＳ操作研修会の受講者数 ↑

6 再掲 14

業務継続計画（ＢＣＰ）の策定率 ↑ 愛媛ＤＭＡＴの活動実績

原子力災害派遣医療チームの活動実績

7 再掲 県外からの救護班等外部支援の活動実績
※数値目標や方向性は設定しない

災害医療コーディネーター数 →

地域災害医療対策会議等の開催回数 ↑

8 再掲

ＳＣＵの整備 →
ドクターヘリの配備数＊ →
ランデブーポイントの登録数＊ ↑

9 再掲

原子力災害拠点病院の数＊ →

10 再掲 13 再掲

原子力災害医療協力機関の数＊ → 関連データ 原子力災害実動訓練の実施回数 ↑

11 再掲

関連データ 緊急被ばく医療アドバイザーの数 ↑

・再掲している施策等は、再掲欄の✔で表示
・関連データの矢印は、当該データの方向性を示す
・第７次愛媛県地域保健医療計画における新規事業を＊で表示

原子力災害時に、必要な医療を受けられる

関連データ

緊急被ばく医療アドバイザーの設置

↑原子力災害医療協力機関研修の受講
者数＊

→被ばく傷病者等に対応する資機材の
整備＊

原子力災害拠点病院の整備

↑ＮＢＣ災害・テロ対策研修の参加者
数

災害実動訓練（県総合防災訓練、内
閣府主催大規模地震時医療活動訓
練、四国ブロックＤＭＡＴ実働訓練
等）への参加ＤＭＡＴのチーム数

↑

関連データ

→

↑業務継続計画（ＢＣＰ）に基づいた
院内訓練を実施している病院の割合

関連データ 県外医療チームの活動を補完・支援
するチームの数＊

↑多数傷病者受入訓練（机上演習）の
参加者数

↑地域災害医療対策会議運営訓練の実
施回数＊

↑

原
子
力
災
害
医
療
体
制

災害拠点病院の整備

災害医療従事者の育成

災害時の円滑な医療救護体制の確保

関連データ

関連データ
保健所長を補佐し、救護班等の派遣
調整などを行うロジスティック要員
の数（医療従事者）＊

日本ＤＭＡＴインストラクターの数
＊

災
害
拠
点
病
院

原子力災害医療協力機関の整備

関連データ
被ばく傷病者等に対応する資機材の
整備＊

原子力災害派遣医療チーム研修の受
講者数＊

災
害
拠
点
病
院
以
外
の
病
院

ＥＭＩＳの入力担当者を複数指名し
ている病院の割合

自
治
体

↑

→

航空機を使用した被災地外への傷病者搬
送実績

→複数のＤＭＡＴを保有している病院
の割合

県医師会、県歯科医師会、県看護協会、
県薬剤師会、日本赤十字社愛媛県支部、
県柔道整復師会、県災害リハビリテー
ション連絡協議会等県内関係団体の活動
実績関連データ

災害拠点病院以外の病院の整備

災害医療従事者の育成

災害時の円滑な医療救護体制の確保

地域の実情に応じた災害医療体制の構築

広域医療搬送体制の整備

関連データ

関連データ

↑
災害拠点病院と管内の二次救急医療
機関や郡市医師会等の関係団体との
訓練回数＊

（最終）目的施策効果施策

→病院敷地内又は病院近隣地にヘリ
ポートを有している病院の割合

関連データ

ＮＢＣ（核・生物剤・化学剤）災
害・テロ対策資機材を整備している
病院数＊

↑

→ＤＭＡＴや医療チームの派遣に必要
な緊急車両を有している病院の割合

災害医療・原子力災害医療

→広域災害救急医療情報システム（Ｅ
ＭＩＳ）の登録率

災害時に、多数の傷病者が必要な医療を受
けられる

↑

↑

→

↑

↑
保健所長を補佐し、救護班等の派遣
調整などを行うロジスティック研修
の受講者数（行政担当者）＊

保健所及び市町担当者とのＥＭＩＳ
研修の回数＊

県医療対策課及び保健所（松山市保
健所を含む）の衛星電話の整備数

関連データ
広域災害救急医療情報システム（Ｅ
ＭＩＳ）の登録率

→

↑

災害時に、救命できるはずの被災者が救命され
ている

↑ＥＭＩＳの入力担当者を複数指名し
ている病院の割合

航空搬送拠点臨時医療施設（ＳＣ
Ｕ）運営訓練の実施回数

207

●愛媛県　第7次愛媛県地域保健医療計画　https://www.pref.ehime.jp/h20150/keikaku/keikaku/dai7jiiryokaikaku.html



第４章－67 

○ 施策体系表

個別施策 中間アウトカム 分野アウトカム

1

災害時における迅速な指揮命令系統の確

立

原子力災害医療体制の整備

地域災害医療コーディネーター研修

会の実施

災害拠点病院の設備整備

広域災害救急医療情報システム

（ＥＭＩＳ）入力訓練、説明会の実施

災害時における精神医療体制の整備

佐賀県総合防災訓練（図上訓練）の

実施
【効果指標】

○佐賀県災害医療コーディネーター数

○地域災害医療コーディネーター数

【効果指標】

○原子力災害拠点病院数

○原子力災害協力機関数

【検証指標】

○災害拠点病院への資機材等補助件数

【検証指標】

○訓練参加者数

○訓練実施回数

【効果指標】

○災害拠点精神科病院数

【検証指標】

○ＥＭＩＳ入力訓練実施回数

○ＥＭＩＳ説明会実施回数

【効果指標】

○研修会受講者数

3

【効果指標】

○災害拠点病院の指定要件を充足している病院

数

○DMATの整備数

○DPATの整備数

○災害拠点病院のＥＭＩＳ入力訓練参加率

【効果指標】

○DMAT養成研修参加病院・参加者数

○DPAT研修参加病院・参加者数

ＤＭＡＴ、DPAT隊員の養成

病院での災害実動訓練の実施

【検証指標】

○災害訓練を実施している災害拠点病院数

原子力災害医療に関する研修会の実

施

【効果指標】

○研修受講者数

都
道
府
県
等
の
自
治
体

災
害
拠
点
病
院

災
害
時
に
拠
点
と
な
る
以
外
の
病
院

佐賀県災害医療従事者研修会の実

施

【効果指標】

○研修参加者数

業務継続計画（BCP）策定の促進

【効果指標】

○災害拠点病院における業務継続計画

（ＢＣＰ）策定数

原
子
力
災
害
医
療

二次医療圏ごとの災害医療体制の整

備

【効果指標】

○二次医療圏ごとの災害連絡会開催数

原子力災害医療訓練の実施

【効果指標】

○訓練実施回数

4

【効果指標】

○災害拠点病院以外の病院における業務継続

計画（ＢＣＰ）策定率

○災害拠点病院以外の病院におけるＥＭＩＳ入力
訓練参加率

ＤＰＡＴ運営委員会の開催

【検証指標】

○DPAT運営委員会実施回数

災
害
拠
点
精
神
科
病
院

2

被災者の救命及び入院患

者の救護

7

8

9

災害拠点病院における災害医療体制の整

備

10

11

12

13

災害拠点病院以外の病院における災害医

療体制の整備

14

15

516

17

6

18

●佐賀県　第７次佐賀県保健医療計画　https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00385414/index.html



番号 番号 番号

指標

指標

指標

指標 指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標 指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標 指標

指標

3

災害時に安全に活動するための研修及び設備の整備 災害時に安全に活動できる体制の確保（Safety：安全）
2

災害時における医療分野　施策・指標体系図
C　個別施策 B　中間アウトカム A　分野アウトカム

1
災害時の医療提供体制の検討

1

災害時の連携・調整体制の確保(Command&Control：指揮&統制）

2
災害医療コーディネート体制の構築

沖縄県災害医療本部設置運営訓練の実施回数及
び、振り返り会議の実施回数

沖縄県災害医療マニュアル検討会議の開催

4
災害時の通信手段の確保及び訓練の実施

3
災害時の情報伝達体制の確保（Communication：情報伝達）

5
EMISの操作に関する研修及び訓練の実施

EMISの操作を含む研修・訓練を実施している災害拠点病院の割合

1

災害時に適切な、医療を提供できる

6

災害医療従事者の育成

中間アウトカム達成率

３日以上業務を継続できる病院の割合

7
災害訓練の実施

4

12
災害拠点病院の施設及び設備の整備

5

DMAT、DPAT等の医療チーム数及び構成する医療従
事者数

災害時の医療チーム等の受け入れを想定した訓練の
実施回数

施設及び設備整備補助件数

災害時の適切な評価体制の確保（Assessment：評価）

災害時に診療機能を維持できる体制の確保（Treatment：治療）

8
広域医療搬送体制の確保

9
人口透析、在宅酸素、人工呼吸器、周産期患者の県外搬送計画の検討

SCU設置予定場所の指定数

搬送計画の策定数

医療機関における業務継続計画の策定率
10

医療機関における業務継続計画策定の推進

11
医療機関における被害状況を想定した訓練及び研修の推進

6被災した状況を想定した訓練を実施した災害拠点病院
の割合

広域医療搬送を想定した訓練の実施回数

EMIS入力訓練時の病院の入力率

実動訓練への参加医療機関数

被害想定ごとの災害医療の個別シナリオ数

災害医療コーディネーターの委嘱数

技能維持研修受講者数

災害拠点病院設備整備事業実施件数

NBC災害・テロ対策設備整備実施件数

通常回線以外の通信手段の数

災害時のトリアージの実施、患者搬送体制の確保
（Triage：トリアージ、Transport：搬送）

災害医療（沖縄）

●沖縄県　第７次沖縄県医療計画　https://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/iryoseisaku/kikaku/iryoukeikaku.html
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7．施策と指標のマップ 
図表１ 災害医療分野の施策と指標のマップ

1

災害発生直後に救命でき
るはずの被災者が救命さ
れている

指
標 「防ぎ得た死」の割合

3

被災者の身体的・精神的
負担をできるだけ少なくなっ
ている

指
標

①介護度が上がった高齢者
数②PTSDのある被災者数

2

災害発生直後に二次的な
原因による災害関連死が
なくなっている

指
標 災害関連死の人数

2

4

指
標

「住民参加訓練検証会議」
（仮称）の開催件数

5

指
標

災害時に県外に広域医療
搬送をできている

3

平時から災害訓練を実施し
ている

広域医療搬送実施率

災害時に被災者に適切な
医療を提供できている

指
標

①災害弱者安否確認率
②DPATなど派遣率

平時から自県以外と連携
する体制が整っている

指
標

「合同訓練検証会議」
（仮称）の開催件数

A　分野アウトカム
番
号 C　個別施策

番
号 B　中間アウトカム

番
号

DMATとJMATの配置割合

1

災害拠点病院を耐震化す
る

指
標 災害拠点病院の耐震化割合

1

災害時に県内で必要な医
療を調整できている

2

EMISを整備し、災害拠点病
院では事前に複数の入力
担当者を決める
指
標

①EMISの整備率
②複数入力担当者の指名率

災害医療コーディネーター
の任命と、支援専属チーム
を整備する3

指
標

①災害医療コーディネーター任
命数②支援専属チームの有無

指
標

①広域医療搬送拠点数
②SCUの整備割合

6

心のケアチームやDPATと
の連携体制を整備する

指
標

心のケアチームやDPATとの
提携の有無

10

住民参加の訓練を実施す
る

指
標

住民参加の訓練の
年間実施件数

他県と合同訓練を実施する

指
標

他県と合同訓練の
年間実施件数

4

DMATとJMATとの連携体
制を整備する

指
標

①DMATとの提携の有無
②JMATとの提携の有無

9

5

災害弱者の状況を把握す
る

指
標 災害弱者リスト化市町村率

8

ドクターヘリを配備する

指
標 ドクターヘリの配備数

7

広域医療搬送拠点と、臨時
医療施設（SCU）を整備す
る

指
標

256 

●地域医療計画実践コミュニティー（RH-PAC）　地域医療ビジョン/地域医療計画ガイドライン
https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/11573930/www.pp.u-tokyo.ac.jp/HPU/seminar/2014-10-12/Guideline_F.html
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